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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、単一の文法項目である受身文において、習得過程が

動詞によって異なるかを量的に検証することであった。本研究に先立つ 6 名の日本語学習者の

縦断的発話コーパスの分析から、受身文で使用される動詞は、主に受身形で使用される動詞（「語

彙受身」）と複数の文法項目で広く使用される動詞（「文法受身」）に大別された。量的調査を行

った結果、理解調査の「文法受身」では誤りを正しく誤りと判断できない語が多く、理解にお

ける問題点が明らかになった。 

 

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to examine quantitatively there the 

type of verb has an effect on the acquisition of Japanese passive. A previous analysis of a 

longitudinal corpus of 6 learners showed that verbs used in the Passive can be divided into 

two groups: the first group are verbs used mainly in the Passive form; the second group are 

verbs in a variety of forms.  

The results of the experiment showed that learners had difficulty in understanding the use 

of Passive with the second group of verbs. 
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１．研究開始当初の背景 

言語習得過程において、ある文法はどのよ
うに学習者の中間言語の中に取り込まれ、習
得されていくのであろうか。 

第一言語習得過程の初期段階において、丸

暗記の固まりのまま記憶されたものが、次第
に文法構造として発達していくという「動詞
の島仮説」（Tomasello 1992）がある。 

現在、この仮説、および、ここから発展し
た「使用依拠モデル」(Tomasello 2003)が日
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本語の第二言語習得においても同様の現象
が見られるか、主にデータ分析に基づく検討
がなされている。これらの研究によって、言
語知識がどのように獲得され、組織化されて
いくかが明らかになることが期待されてい
る。この立場からの研究は、日本語学習者が
どのような言語形式をどのような順に使用
し始めるかを分析するものである。したがっ
て、従来の「特定の文法項目を対象とした研
究」と個別の文法形式を対象としない「『固
まり』研究」の両者を統合した研究が行える
ものであると考える。前者は特定の文法項目
の発達過程を明らかにするが、他の項目や動
詞との関連がみえにくいという点があり、ま
た、後者も、人間の認知的スキルについての
知見が得られるものの、特定の習得段階を対
象とするため、習得過程の俯瞰的理解は難し
いという点がある。 

本研究は個別の言語形式の発達を、そこで
使用される動詞を中心として細な検討を行
う。本研究では、初級段階で学習されるもの
の、使用に至るのは中級からと、習得が容易
でないとされている「受身」を扱う。 

 

これまでに、日本語学習者の縦断的発話デ
ータに現れる受身文および受身文で使用さ
れる動詞の全出現形式の分析を行った。その
結果、受身という単一の文法項目内において
も動詞によって、使用される活用形の種類や
数が異なり、受身で使用される動詞は 2 つの
タイプに大別できることが示唆された。 

しかしながら、この種のコーパスでは、コ
ーパス内に現れない語や表現について、「使
えない」とは判断できないという限界があっ
た。 
 

２．研究の目的 

そこで、本研究は自由発話コーパスで観察
された受身文における 2タイプの動詞につい
て量的調査を実施し、その一般化可能性を探
ることを目的とする。 

 

３．研究の方法 

(1)受身文における動詞の２タイプ 
日本語学習者６名の３年間（３-４か月ご

とのデータ、一人当たり会話時間数計は７時
間）にわたる縦断的発話コーパスで、受身文
の使用状況、および受身文で使用された動詞
の全出現形を抽出した。その結果、受身形で
使用された動詞には、（ア）さまざまな活用
形や文法項目で使用されたのちに受身文で
使用される動詞、と（イ）受身文ではじめて
使用される動詞（かつ、他の文法項目で使用
されることがごくわずかである動詞）の２つ
のタイプに大別できることが分かった。 

日本語学習者にとって、受身文は学習して
も使用に至るまでに時間がかかることが指

摘されている。つまり、受身文は他の文法項
目に出現が後れるということであるから、受
身文で使用される動詞は上記（ア）のタイプ
がほとんどであると予想される。しかしなが
ら、実際には、(イ)のタイプの動詞が存在し
ており、これは動詞ごとに発達の過程が異な
るという Tomasello(1992)の指摘と重なるも
のである。 

（ア）のタイプを動詞の活用規則によって
受身形を作っている可能性のある動詞とし
て「文法受身」、（イ）のタイプを受身の形で
そのまま覚え、使用している可能性がある動
詞として「語彙受身」と呼ぶことにする。分
析結果から、文法受身として「言う、聞く、
怒る、見る、いじめる、取る」が、語彙受身
として「叱る、騙す、認める、嫌う、誘う」
が観察された。 

しかしながら、この結果は自由発話コーパ
ス分析によるものであり、データ上の限界が
ある。このデータからは、学習者が「使用で
きる」ことは観察できるものの、「使用でき
ない」「理解できない」ことは示すことがで
きない。そこで、次の段階として、ここでの
結果が一般化できるものであるかを確認す
るための量的調査を行った。 
 
(2)調査 
①被調査者及び調査時期 

調査は中国の大学で学ぶ日本語学習者で、
対象項目である受身文の学習を終えている
２年生(50 名)及び３年生(51 名)の計 101 名
を対象に 2011 年３月に行った。全員が中国
語母語話者であった。 

日本語能力の測定には SPOT（ Simple 
Performance-Oriented Test）を用いた。学
年間で日本語能力（SPOT）得点に差があるか
について t検定を行ったところ、有意差が見
られた(t(99)=5.36, p<.01)。この結果と平
均値（3 年生 53.6 点、2 年生 45.4 点）から 3
年生の方が日本語力が高いといえる。 

 
②調査材料及び方法 

上述の語彙受身（5 語）と文法受身(6 語)
およびフィラー（16 語）を用いた。各語の内
容を表すイラストを１枚に１つ表示し、綴じ
たものを作製した。 

被調査者はヘッドフォンを通して聞こえ
る音声（例：おじいさんは女の子に怒られて
いる）の内容がイラストで表されている内容
と合致すれば○を、合致しない場合は×を、
イラストの下の解答欄に記入するよう指示
した。 

調査で使用した問題は、語ごとにイラスト
と同じ内容を聴覚提示するもの（正判定問
題：「○」が正解）と、異なる内容を示すも
の（誤判定問題：「×」が正解）を配した。
よって語彙受身が５語×２＝10 問、文法受身



種別

動詞

受身／
非受身

正解 ○ × ○ × ○ × ○ × ○ ×

2年生 62.5 36.7 62.5 43.9 76.6 48.9 37.2 34.7 60.9 58.3

3年生 72.9 52.0 82.2 46.7 50.0 58.8 47.9 36.0 53.3 78.4

全体 64.4 43.6 61.4 38.6 60.4 51.5 38.6 34.7 51.5 67.3

種別

動詞

受身／非
受身

正解 ○ × ○ × ○ × ○ × ○ × ○ ×

2年生 72.3 18.8 87.8 26.1 73.9 34.8 67.3 10.2 79.5 57.1 53.3 21.3

3年生 83.3 5.9 86.0 31.4 85.7 21.6 75.5 4.1 73.8 68.0 41.7 20.5

全体 73.3 11.9 85.1 27.7 75.2 26.7 69.3 6.9 61.4 57.4 43.6 18.8

(単位　% ）

怒る 見る いじめる 取る

受身 非受身 受身 非受身 受身 非受身

言う 聞く

文法受身

受身

叱る 騙す 認める

受身 非受身 受身 非受身

語彙受身

誘う嫌う

６語×２＝12 問、これにフィラー24 問を加
え、全 46 問であった。音声で提示される動
詞の形は、語彙受身５語中３語は正判定問題、
誤判定問題ともに受身形で用い、残りの２語
は非受身形（能動態）で用いた。同様に、文
法受身６語中３語を受身形で残りの３語は
非受身形で用いた。 

問題の提示順については、同じ動詞が連続
しないこと、受身が連続しないことを条件に
ランダムに動詞を配列した。カウンターバラ
ンスを取るため、問題の順序を入れ替えた２
種類の問題を作成し、各学年を２つに分け、
半数ずつ使用した。 

 
４．研究成果 
(1)各動詞の正答率 

各動詞の正答率を表１に示した。学年別に
みると、おおむね３年生の方が２年生より高
くなるが、文法受身ではその差が小さいこと
が分かる。動詞のタイプによる違いはここか
らは窺いにくい。 

表１ 各動詞の正答率 

  
 
(2)「語彙受身」と「文法受身」 

次に、語彙受身と文法受身の間の相違につ
いて検討する。 

表２は各動詞の正判定問題と誤判定問題
それぞれの正答率を学年別に表したもので
ある。 

表２ 各動詞の問題別正答率 

  
 

これを見ると、文法受身において、正判定
問題と誤判定問題の結果が異なっているこ
とが考えられる。文法受身において誤判定問
題の正答率が低い動詞が多い。 

 
そこで、縦軸に誤判定問題の正答率を、横

軸に正判定問題の正答率をとり、散布図を作
成して観察する。図１に動詞種別ごとに作成
した。（動詞の前に付した２桁の数字は十の
位が動詞タイプ（１：語彙受身、２：文法受
身）を表し、一の位はタイプ内の番号を表す。
以下同じ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 この図から語彙受身は正判定問題が誤判
定問題を多少上回る程度であるのに対し、文
法受身のグループは右下に集中しており、正
判定問題と誤判定問題の差が開いているこ
とが分かる。 
 
(3)動詞の形式（受身／非受身） 

各タイプの動詞は半数ずつ、受身で提示す
る動詞と非受身（能動態）で提示する動詞と
に分かれている（表２）。これは、語彙受身
において、受身形以外の形式での理解状況を
確認することが主な狙いである。 

以下に示した図２は動詞名とともに受
身・非受身を表したものである。 

語彙受身の図をみると、受身で提示された
語（誘う、認める、叱る）が、非受身で提示
された語（嫌う、騙す）よりも正答率が高い

叱る 騙す 認める 嫌う 誘う

2年 49.5 53.1 63.0 35.9 59.6

3年 62.2 64.4 54.5 41.8 66.7

全 55.9 59.1 58.5 38.9 63.2

言う 聞く 怒る 見る いじめる 取る

2年 45.3 57.9 54.3 38.8 67.9 37.0

3年 43.4 58.4 53.0 39.8 70.7 31.5

全 44.3 58.2 53.6 39.3 69.4 34.2

(単位　% ）

動詞正答率
文法受身

動詞正答率
語彙受身

 

図 1 「正判定」「誤判定別」正答率 

誤
判
定
問
題 

正判定問題 



位置に分布していることが分かる。一方、文
法受身では受身で提示された語（言う、怒る、
いじめる）と非受身で提示された語（聞く、
取る）が混在しており、語彙受身との相違が
窺える。 

図２ 受身/非受身別正答率 
 

 
(4)まとめと今後の方向性 

本研究では、単一の文法項目内において、
動詞のタイプによって習得過程に違いのあ
ることを明らかにするために、縦断的発話コ
ーパスで得られた「語彙受身」「文法受身」
を量的に検証する調査を実施した。 

その結果、理解調査において、「語彙受身」
では正判定問題と誤判定問題の正答率に差
が見られないのに対し、「文法受身」では一
部の語を除き、誤判定問題の正答率が低く、
正判定問題も誤判定問題も同様に正しいと
判断する傾向が見られた。 

先に行った縦断的発話コーパスの分析で
自発的な会話において、受身で多く使用され
た語である「言う」「聞く」においても理解
調査では正解率に差がみられた。 

これは、縦断的発話コーパスにおける自発
的使用との相違点だといえる。同コーパスに
おいて産出された受身文には、助詞が使用さ
れないという点、また、話者である学習者自
身が被動作者である場合がほとんどである
という点はあるものの、明らかな誤用と思わ
れるものは少なかった。この「使える」と「使
えない」の間にあるものは何であるのか、今
後は、今回のデータと縦断的発話コーパスの

データを丁寧に検討していくことで、習得過
程における受身文の発達過程を動詞のタイ
プという面から明らかにしていくとともに、
日本語の習得過程における動詞の役割につ
いても明らかにしていきたい。 
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